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通信欄

南極委員会が行ったrテーマ別セッション」

について

丸　山　健　人＊

　増田耕一氏（1988）の「スペシャル（テーマ別）セッ

ショγ」提案者の弁（7月号）を読み，私は1973年秋季

大会（仙台）に「南極の気象」，1974年秋季大会（福岡）

にr極気象・寒冷地気象」のセッションを設けたことを

思いだす．当時私は南極委員会の担当理事であった．15

次（1974），16次（1975）と中断していた気象部門の南

極研究観測の再開をめざし，1973年4月，学会は南極委

員会を発足させた．さらに，1975年1月，POLEX－SO

UTHがGARPのサブプログラムとして採択され，わ

が国がこれにどの程度参加できるかも日程にのぽってい

た．上記セッショソも，南極の気象について一般会員に

関心をよせていただくための同委員会の活動の一つとし

て，関係者を通じ研究発表の申し込みをよびかけて行な

ったものである．南極関係の発表を一つのセッションに

まとめるということが目的なので，講演企画委員会を通

じての発表の公募はせず，申込書をとりまとめ，座長

候補者を内定して，講演企画委員会の方に届けた．禿表

者には，申込書とともに講演要旨を提出してもらい，

r天気」誌上に掲載した（南極委員会，1973，1974）．こ

れには特別の意味があった．前年の1972年まではすべて

の研究発表について講演要旨が「天気」誌上に掲載され

ていた．これが1973年から標題のみになり，講演要旨が

掲載されているのはこのセッショソだけになったからで

あった．

　当日は，一般のセッショソと全く同様に進行された．

発表時間の制約もあり，討論が特にもりあがったわけで

はなかったが，普通ならいくつかのセッションに分散し

たかもしれない発表をとりまとめることができた．私は

その頃この経験から，「適当なセッションがなくて」と

いう人には，何人か発表者仲間を募って，適当な座長さ

んをお願いしてまとめて申し込むように，と話したもの

である．実行した人はいなかったようだが．増田氏の提

案は，忘れかけていたこの経験を思いださせてくれた．

もちろん私は趣旨に賛成である．

　なお南極委員会は，第17次南極研究観測計画の一つと

してr南極におけるエーロゾル及び微量気体成分の研究

観測」という研究計画を推薦し所期の目的を果たした．

Taketo　Maruyama，気象研究所．
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